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日本国政府出展屋内展示

第５章　事業運営業務
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１．現地事務所の設置

　博覧会側との交渉や運営管理業務を円滑に行

うため、現地事務所を設置した。

　また、日本の高品質な花きをより良い状態で

展示するために必要な保冷コンテナを会場内に

設置し、倉庫用コンテナ、ビニールハウスを会

場隣接の敷地内に設置した。

１- １．現地事務所の設備設置
　現地事務所として、オフィスコンテナを会場

隣接の敷地内に設置。スタッフ用オフィスとし

て、テーブル、椅子、整理棚、金庫、インター

ネット環境、プリンターなどはトルコにて調達

した。同敷地内に駐車場の確保も行った。

サイズ：約 15㎡

１- ２．コンテナの設置
　コンテスト出品花き、展示用花きを保管する

ための保冷コンテナ（20 フィート）をインド

アガーデンのバックヤードに設置。また各種備

品を収納するための資材用コンテナ（40フィー

ト）を会場隣接の敷地内現地事務所の横に設置

した。

１- ３．ビニールハウスの設置
　コンテスト出品用花き、展示用花きを養生す

るため、現地事務所横に設置した。通気性を考

慮して、両サイドのシートを開けて、メッシュ

シートを張るなどの改造を加えながら使用し

た。サイズ：横 6.5 ｍ、縦 11ｍ、高さ 3.3 ｍ

第５章　事業運営業務
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２．屋内展示設営

　2016 年 3月よりインドアガーデン内に日本

国政府屋内展示の設営を開始。花きの展示につ

いては村松文彦統括プロデューサー、修景植栽

の展示については設計デザイナーの南吉英氏を

派遣した。メインスタンド、テーマスタンドに

ついては、村松統括プロデューサーの指示を仰

ぎながら現地事務所全員で作業を実施。開幕日

は４月 23日であったが、前日にオフィシャル

オープニングセレモニーがあったため、作業は

実質 4月 21日までに制限された。

２- １．花き展示及び催事コーナー
　展示コンセプトである日本の季節を連想する

３つの季節テーマを設定し、日本の園芸技術

と文化を広めることを目的に、６つの展示コー

ナーを設置した。

　（１）テーマスタンド

　屋内展示スペースの入口に位置し、展示とし

てもパフォーマンスとしても視認性の高いデザ

インとした。

　（２）メインスタンド

　日本の様々な花きの展示紹介や文化紹介を行

う目的で、開放感ある汎用性の高い展示空間と

して、フラットな 50㎡のスペースを確保した。

屋内展示ホールへの搬入作業の様子

修景植栽搬入の様子

修景植栽レイアウトの最終確認

修景植栽メンテナンス作業の様子

第５章　事業運営業務
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花の座での装飾展示

花庵でのデモンストレーション

花き展示スタンドで輸出向け PR用提供花材の展示

　（３）いけばなスタンド

　日本の伝統的な花き文化を紹介する目的で、

日本の障子を背景とした和風空間を設置した。

　（４）花の座

　日本の花文化を紹介する展示や花き専門ス

タッフによるデモンストレーション、花育ワー

クショップなどが開催出来るよう、畳と板間を

自由に選択出来る汎用性の高い空間を設置し

た。

　（５）花庵

　小さな展示を魅力的に演出出来る奥行きのあ

る和風空間を設置した。

　（６）花き展示スタンド

　高品質な日本産花きを PR するコーナーで、

コンテスト出品花材や輸出向け PR用提供花材

を効果的に展示するため、ひな壇型の設計とし

た。

第５章　事業運営業務
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２- ２．一般展示設営
（１）出展準備

　国内事務局が 2016 年３月から各出展団体に

屋内展示スペースの立地や留意点等の情報提供

を行った。その際、展示の手引きや輸送マニュ

アル、スタッフパス申請に必要書類、各種資料

を配布、説明を行った。

（２）花材・資材の輸送

　一般展示の花材・資材を日本からアンタルヤ

の博覧会場まで輸送するための手続き、経費の

負担は出展者が行った。国内事務局は、「出荷

手順マニュアル」や「梱包用ステッカー」を出

展者に配布し、荷物が確実に会場に到着するよ

うサポートを行った。しかし、税関担当者が花

材、資材の対応について認識が薄く、荷物到着

が遅延しダメージを受けていたり、展示スケ

ジュールの変更を余儀なくされる等のトラブル

が発生したため、対応に苦慮した。

（３）搬入、展示作業

　搬入、展示作業は出展者が独自で現地で行

い、運搬については、現地事務所が博覧会側に

フォークリフトやスタッフを依頼してサポー

トを行った。セキュリティが厳しく、事前申

請をしていても搬入車両が会場内に進入する

ことが許可されないこともあり、セキュリティ

ゲートにて、積み替えをして都度搬入作業を行

うこともあった。

（4）備品の貸し出し

　現地事務所は、展示、メンテナンスに必要な

備品を出展団体に提供した。提供する備品は、

出展者の手引きで紹介し、政府展示のメンテナ

ンスに使用する備品と共用していたため、出展

団体は事前申請を行い、空き状況に応じて利用

することができた。

フォークリフトを利用した搬入の様子

（５）展示品の撤去・廃棄

　展示期間終了後の撤去作業は、閉場後に出展

団体スタッフが行った。日本から送られた花材、

資材は税関立ち合いのもと、処分する手順で一

時保管したが、立会い検査がなかったため、イ

ンドアガーデン近くのゴミ廃棄エリアに持ち込

み廃棄処分を行った。

ゴミ処理コンテナ ゴミ廃棄処理車

展示入れ替えの様子

第５章　事業運営業務
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３．運営業務

　現地事務所は現地事務所長、副所長、各業務

担当ディレクター４名、コミュニケーター（ト

ルコ人）１名、花き専門スタッフ前期（4/11

～ 7/23）5名、中期（6/5 ～ 7/23）１名、後

期（8/25 ～ 11/4）４名で構成された。

　現地運営は、現地事務所長が全体を管理し、

ディレクターと花き専門スタッフが協力して業

務にあたった。主な業務は、展示管理業務、コ

ンテスト業務、輸送管理業務、来場者案内業務、

各種申請業務であった。花き専門スタッフは主

に専門性に応じた業務を担当し、フローリスト

は花材、植栽のメンテナンス、盆栽技師は植栽

のメンテナンス、市場から派遣されたスタッフ

は荷受、着荷状態の記録、報告等を行った。

　博覧会の開園時間は、午前 10時～深夜 2時

だったが、夜間の来場者が少なかったため、博

覧会側と協議を行い、日本としての開場時間は、

10時～ 20時とした。

３- １．荷受け業務
　日本から送られてくる花材、資材をエアウェ

イビル（AWB）でチェックしながら荷受けを

行った。しかし、会場は保税エリアでなかった

ため、通関が円滑に実施されず、計画通りに

花きや資材が届かないことがあり、度々スケ

ジュールの変更を余儀なくされ対応に苦慮し

た。花材は到着後直ちに現地事務所ディレク

ターと花き専門スタッフで水揚げを行い、より

３- ２．コンテスト出品業務
　コンテストの出品については、専用のフォーム

によりカテゴリー（規定の品目カテゴリー）と出

品者情報をとりまとめて申請し、それが受理され

た後に品種名のリストを提出、登録した。各カテ

ゴリーごとに 5品種以上の出品がない場合はコン

テストが不成立となり、出品物には評価点のみ与

えられ、金銀銅賞は付与されなかった。

　またカテゴリー以外の品目については、出品

希望があっても審査の対象とされなかった。会

期を通じた調整の結果、当初カテゴリー外であっ

たリンドウが最後のコンテストにおいては正規

のコンテスト品目として取り扱われるに至った。

３- ３．輸出向け PR用提供花材の展示管理業務
　輸出向け PR用提供花材については、現地事

務所により花材の荷受け、保冷管理を行ったほ

か、紹介パネルを製作して展示物の前に掲示し

た。展示デザインに使用された花きの品目・品

種名等が記載されているため、来場者の中には

とても喜ばれる方も多く情報発信の機能を果た

した。
荷受けした花材を確認
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良い状態でコンテスト出品、展示ができるよう

品質維持に努め、保冷庫での管理を行った。

資材は到着後個数を確認し、倉庫用コンテナ及

び日本展示スペースのバックヤードで保管し

た。
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３- ４．屋内展示運営業務
　開場１時間前から、現地事務所のスタッフで

分業し、清掃等朝のメンテナンス業務を行っ

た。開場時間内は、現地事務所のスタッフを配

置し、来場者に対する展示説明や花きの説明を

行った。閉場後に水やり、メンテナンス業務を

行い１日の業務を終了した。

３- ５．展示入れ替え業務
　メインスタンド、テーマスタンドの入れ替え

作業は、20時の閉場後に作業を行った。

　搬入出の車両については、セキュリティが厳

しく、展示入れ替えの度に現地事務所が博覧会

側と調整、交渉し、申請手続きを行い対応した。

　基本的に展示入れ替え日は全員出勤とし、出

展参加団体の撤去作業、展示作業の補助を行っ

た。運搬作業については、博覧会側に事前に

フォークリフトや作業スタッフの手配要請を

行った。

３- ６．出展団体対応業務
　出展者の現地での作業が円滑に進むようにす

るために、出展者の渡航スケジュール、作業ス

ケジュール、展示デザイン、必要な備品等につ

いて、国内事務局が出展者と事前に確認を行い、

現地事務所は、その情報を共有して現場対応を

行った。また、花材、資材の現地調達が必要な

場合は、現地事務所が紹介をしたり、同行し

第５章　事業運営業務

て市場で購入できるようコーディネートした。

展示・撤去作業は、できるだけ短い時間で終

わるよう現地事務所が作業補助を行った。

　なお、ボランティア催事については、計画

段階では予定されていたが、クーデター未遂

事件の影響により中止となった。

３- ７．花きの保管管理業務
　コンテスト出品用花き、展示用花材の管理

を花き専門スタッフを中心に行った。保冷コ

ンテナは定期的に消毒を行い、花材の出し入

れがし易いよう整理棚を設置。ビニールハウ

スで養生していた鉢物は現地の気温が高かっ

たため、維持管理に工夫を凝らした。気温と

日照の調整を同時にする必要があったため遮

光シートを設置し、水やり管理を行った。

３- ８．花材・資材の廃棄業務
　現地で手配した花材、資材はインドアガー

デン近くのゴミ廃棄エリアに持ち込んだ。日

本から輸送したコンテスト出品花き、展示用

花き、資材については、税関立ち合いのもと

処分する予定でビニールハウスで保管したが、

立会い検査がなかったため、博覧会協会と調

整・確認後、インドアガーデン近くのゴミ廃

棄エリアに持ち込んだ。

３- ９．各種申請業務
　会場内で作業を行う現地スタッフ及び関係

者のスタッフパス申請、搬入出車両を会場に

入れるための車両申請等の申請業務を行った。

　また 90日以上滞在する現地スタッフについ

ては、通常の滞在許可証が必要であったため、

移民局にて申請手続きを行い取得した。

輸出向け PR用提供花材はトルコ語パネルとともに展示
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４．接遇業務

　現地事務所は会期中に来訪された賓客に対し

日本国政府出展屋内展示の説明、博覧会会場内

の案内を在トルコ日本国大使館、博覧会協会と

協力・調整のもと行った。

　トルコの治安に対する不安の影響等を受け接

遇実施件数は１件のみとなった。

（１）実施方法

　在トルコ日本大使館経由での接遇の際は、賓

客は博覧会協会から VIP としての扱いとなり、

視察ルートは博覧会協会側がアレンジし、場内

の移動はカートで行うこととなった。

坂井財務副大臣へ屋内展示を説明

メインスタンド展示を説明
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３- １０．安全管理
　出展者、現地事務所スタッフをはじめとする

関係者の安全管理に関し、以下のことを行った。

・在トルコ日本国大使館及び外務省の海外安全

情報や博覧会協会からの安全管理情報を入手し

関係者に周知した。

・出展者をはじめとする関係者に対し渡航情報

や行程表の提出を依頼し、現地事務所スタッフ

及び短期出張者の情報と合わせて、在トルコ日

本国大使館、農林水産省、国内事務局、現地事

務所で共有した。

・３ヶ月以上滞在する現地事務所スタッフは、

在トルコ日本国大使館に在留届を提出し、安全

情報の入手に努めるとともに、有事の際に在ト

ルコ日本国大使館と連絡が取れる環境を整え

た。

・滞在期間３ヶ月未満の現地事務所スタッフ、

出展者、関係者に対し、外務省海外旅行登録「た

びレジ」への登録を強く推奨した。

・非常時の避難経路を確認し、関係者に周知し

た。

・現地事務所スタッフに対し、日常での行動で

安全に心がけるように指示した。

（２）実施内容

　現地事務所長らが、屋内出展の展示について

説明をするとともに、賓客に帯同し日本庭園の

説明を行った。

　接遇実施時にトルコ現地メディアの取材が入

るとともに、トルコ側の公式 Facebook でも紹

介された。

（３）接遇実績

　5月 1日　坂井財務副大臣、横浜市議団、在

トルコ日本国大使館、総勢 19名
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日本国政府出展屋内展示

第６章　屋内展示施工及び常設展示
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１．屋内展示設計施工業務

テーマを重視した展示設計

　今回の屋内展示のコンセプトにもある「江戸時代」の表現を効果的に行うため、展示設計につ

いては日本の江戸時代の家屋を表現し、トルコをはじめとする来場者の皆さまに、空間としての

日本の魅力を伝えるものとした。

江戸時代の家屋を表現

第 6章　屋内展示施工及び常設展示
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２．常設展示－情報発信コーナー

（１）情報発信コーナー

　映像では、日本とトルコの絆と題して、

1890 年のエルトゥールル号事件から東日本大

震災での救助活動に至る友好関係を紹介し、今

なお友好関係が続く両国の関係を表現。また世

界を魅了する盆栽文化や日本の美しい花を紹介

した。合わせて国際花と緑の博覧会記念協会提

供による、自然と人間との共生に関する事業活

動を紹介した。これらの映像をループで上映し

た。

（２）コマーシャルコーナー

　来場者が自由に手に取れるよう政府出展やメ

インスタンド出展者の事業・活動を紹介するパ

ンフレット、チラシを置き、花き産地の情報等

を紹介した。

（３）インフォメーション

　来場者に展示スケジュールや展示内容を紹介

したり、花育ワークショップやデモンストレー

ションなどのイベントを紹介する場所として機

能した。

パネル「日本の気候風土」 パネル「日本とトルコの絆」 パネル「盆栽 それは日本古来の芸術」

ビデオ「日本とトルコの絆」 ビデオ「盆栽」 ビデオ「肥後六花 今に伝わる伝統園芸文化」

コマーシャルコーナー インフォメーション

第 6章　屋内展示施工及び常設展示
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３．常設展示－

（１）日本の伝統園芸の紹介

　国際花と緑の博覧会記念協会の出展により、

日本の江戸時代に栄えた園芸文化を象徴的に紹

介する為、肥後六花の映像資料をもとに iPad

を利用したマルチ映像コーナーを制作展示し

た。

　また、政府展示の情報発信コーナーの映像に

も「伝統園芸文化・肥後六花」の映像を上映し

た。映像は、トルコ語のナレーション翻訳を行

い、トルコの方々にも楽しんでいただいた。

（公財）国際花と緑の博覧会記念協会コーナー

（２）東日本大震災被災地産の花き展示

　国際花と緑の博覧会記念協会の委託業務によ

り、東日本大震災被災地支援として、花材調達

をして、展示を行った。

第 6章　屋内展示施工及び常設展示




